
ステップアップ研修Ⅱ

「JEED研修電子申請サービス」(※）より期間内に申請ください。
※「JEED研修電子申請サービス」は、株式会社NTTデータ関西が提供する「e-TUMO」を利用しています。

就労支援の実務経験が２年以上あり、以下のいずれかの研修を修了した方
障害者の就労支援に関する基礎的研修
職場適応援助者養成研修
障害者就業・生活支援センター就業支援担当者研修

※2025年度は上記研修を未受講であっても、実務経験を３年以上有している方は受講いただけます。
※企業の方は対象外です。

申込期間：2025年11月18日（火）～12月15日（月）

対 象

日時・内容

申込方法

年 月 日（月）
： ～ ：

【オンライン形式】

科目１
職場における情報共有の課題に関する研究
－オンラインコミュニケーションの広がりなど

職場環境の変化を踏まえて－
選
択
科
目

年 月 日（月）
： ～ ：

【オンライン形式】

科目２
労働環境とともに変わりゆく障害者雇用

年 月 日（木）
： ～ ：

【集合形式】

科目３
障害者職業総合センター職業センターの

開発した支援技法の活用

年 月 日（金）
： ～ ：

【集合形式】

科目４
ケーススタディ

必
須
科
目

＊集合形式は千葉県千葉市美浜区若葉3-1-3 障害者職業総合センターにて実施します。
＊上記日時に加えてオリエンテーション等がございます。詳細は当機構ホームページでご確認ください。

受講料 無 料 定 員 65名



研修内容の詳細

【お問合せ】
職業リハビリテーション部人材育成企画課 ＴＥＬ：043-297-9095 E-mail : stgrp@jeed.go.jp

障害者職業総合センター職業センターで実施している障害特性に対する理解を深めるグループ
ワーク、対処手段の習得、自己管理能力向上のためのメモリーノート訓練等の内容をもとに個別
支援でも活用できるよう新たに開発した視聴覚教材についてご紹介します。

テレワークにおける職場適応のための支援技法
テレワークに求められる基礎的な対応力について理解を深めるためのプログラムをご紹介しま

す。メールのマナーや 会議の知識など、オフィスワークにおける 環境への適応にも活用
できる内容となっています。

これまで職業センターが開発してきた生活習慣やストレス対処などの支援技法をもとに、ジョブ
コーチ等の支援者による障害者の職場適応の促進のために新たに開発した相談支援ツールの内容、
ツールを活用した相談にあたっての留意点などについてご紹介します。

科目４「ケーススタディ」【必須科目】

受講者の方から提出された事例をもとに事例検討を行
います。
事例検討時には経験豊富なスーパーバイザーを招き、
スーパーバイズをいただきます。

障害者就業・生活支援センター
千葉障害者キャリアセンター
藤尾 健二 氏

静岡県東部発達障害者支援センター
アスタ

西村 浩二 氏

高知障害者職業センター

井上 量 氏

※事例の提出は任意ですが、経験豊富なスーパーバイザーから直
接助言を受けられる貴重な機会です。支援力を高めるための学び
の場として、ぜひ積極的にご活用ください。
※なお、提出数が多い場合には、すべてを取り上げられないこと
がありますので、あらかじめご了承ください。

科目３「障害者職業総合センター職業センターの開発した支援技法の活用」【選択科目】

科目２「労働環境とともに変わりゆく障害者雇用」【選択科目】

急速に進む少子高齢化社会は産業界に大きな衝撃を与えており、DXの進化やシニア・外国人労働者の増加等労
働市場の変革にも繋がっています。障害者の企業就労人数が毎年右肩上がりで更新される一方、テクノロジーの加
速により、働き方や業務内容が変容しているため、従来の枠組みで障害者雇用を捉えていると早晩行き詰まる可能
性があります。SDGs・DEIといったキーワードから、未来志向の障害者雇用を考えていきましょう。

科目１「職場における情報共有の課題に関する研究
－オンラインコミュニケーションの広がりなど職場環境の変化を踏まえて－」【選択科目】

年３月に発行した調査研究報告書 「職場における情報共有の課題に関する研究－オンラインコミュ
ニケーションの広がりなど職場環境の変化を踏まえて－」の内容について紹介します。障害者が働く職場での情
報共有に関する課題や、それらを解消するための企業からの配慮や障害者の工夫について、具体的な事例を含め
て取り上げています。

年３月に発行した以下の支援マニュアルについてご紹介します

職場適応を促進するための相談技法

高次脳機能障害者の就労に役立つ視聴覚教材

スーパーバイザー


